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たそがれ（イヴニングドレス）
最近の服飾傾向伝達路は50年代に巨匠と
仰がれた故デイオールの全盛時代を境にピ
ラミッド型の伝達方式は消滅された＝と云
って極言ではない。すなわち，三角形の頂
点から発せられる新傾向がそのまま底辺に
浸透して世界の服飾情勢を決定した時代は
去り，訓練によってめざめた一般の意志が
＝すなわち底辺が頂点の創案を刺激する時
を迎えている。ために，あらゆる傾向が践こ
し多様化現象を惹起して，そこに正統性を
離脱するところの混乱期を迎える事態には
至ったのであるが，現今に於でまた本質性
が厳に見直されて来ていることは事実であ
る。若い学生を指導する者にとって，若い
創案や個性の主張を尊重しつつ更に，被服
の原理ならびに服飾の正統性にも理解せし
め，これらが混然一体となった作品を生み
出すための努力そして指導法は我々の今後
に課せられる一つの重大な使命となること
は論？をイ失たなゆものである。さて， これら
を根底において若い人のワードローヴとし
て製作したのが本作品である。エレガンス，
すなわち品の良さ優雅さを第一に加えるに
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発 表
浅井淑子
デザイン解説
キュロット形式をジャンパースカート風にアレンジ
したドレスに司優雅なシャツスリーヴと才、ックのボウ
を大きく結んだブラウスを組み合わせたイヴニング用
アンサンフ守ル。ブラウスはt炎いオレンジに黒のドット
のシルク。ジャンノfー ドレスは，オレンジノfステルカ
ラーのウールジョーゼットで，同系濃色のサテンを，
トリミングとベルトに扱い，ステ 7チを効かせてポイ
ン卜にしたものです。（生地提供・ KKチエリー）
今日的な生活に立脚する機能性，そしてカッテイング・フイッテイング・ソーイングの三
者一体となった高度な技術の裏付けを求めそれらすべての総括されたフオームに現代の感
覚的・実質的な t豊かさ」を求めてみた。
発表の機関は，日本服飾界最高の権威を有するND C日本デザイナークラブの72-73秋
冬モードショウであり，はからずも中央の第一線評論家・林邦雄氏により「ふくよかな女
らしさとリッチなムードをただよわせた浅井淑子のヒット作」との御評価を中央紙に掲載
いただき，本作品発想点を評価されて余りあるものがあり余言を省略したいと思う次第で
ある。（注：発表地・東京・大阪・名古屋・福岡・札幌の五大都市）
